
活水高等学校

活 水 中 学 校

№29

2023年

2月6日

『春』を待つ
校長 大岩 厚

立春を迎えましたが、まだまだ寒い日が続きますね。

先月末には、十年に一度という大変厳しい寒さと積雪を経験しました。

当日、私は帰宅途中の道路沿いで、雪が降りしきる中、やむを得ず車にタイヤチェ－ンを取り付ける状

況になりました。出発前に取り付けておくべきでした。しかも、スリップ事故による渋滞に巻き込まれ、

随分と時間がかかっての帰宅となりました。また、冷え込んだ翌朝の午前中は、給湯器の給水管が凍結し

て使用出来ず不便な思いをしました。前日に万全の対策をしていませんでした。給湯器からお湯が出ない

ため、冷たい水をやかんに入れてガスコンロで湯を沸かし、暖かい飲み物が入ったカップで手を温めなが

ら、ふと思いました。ロシア軍にインフラを破壊され、ガスも電気も失ったウクライナの人たちはどうやっ

てこの寒さをしのいでいるのだろう。

気象庁や自治体が、路面の凍結や冷え込みに対して、最大限の注意喚起をしていたにも係わらず、「今

まで大丈夫だったから今度も何とかなるだろう。私は大丈夫。」と、少し油断がありました。

大きな災害が起こった時に、危険な状態にあるにもかかわらず「自分は大丈夫」と思ってしまう事を

「正常性バイアス」と言いますが、いろいろな状況に置かれた時、事前にどのような備えをし、今どのよ

うな状況にあるのか分析し、何をしたら良いのかを見極める判断力を養う事の大切さを改めて感じました。

イエス様は、マタイによる福音書第25章で、十人のおとめの話にたとえて、「だから、目を覚ましてい

なさい。あなたがたは、その日、その時を知らないのだから。（13節）」と、神様からの呼びかけに応

えられるよう準備しておく事の大切さを語られています。それはまた、神様から与えられた命と使命を大

切にするために、日頃から行うべき事を誠実に行う事にも繋がるのだと思います。

「思い出してほしい。寒い冬の冷たい雪の下で、じっと耐えて準備をしている種が、春には太陽の光を

受けて美しい薔薇として花咲く事を！」アメリカの歌手ベット・ミドラーが歌う「The Rose」では、厳

しさに耐えながら準備をして春を待つ希望を、そのように歌っています。

ロシアがウクライナに侵攻して、まもなく一年になります。世界の経済も、人々の心も、随分と悪影響

を受けています。そんな中、東日本大震災で被災された方が、ウクライナに使い捨てカイロを送っている

事を知りました。その方は送る理由を聞かれ、「奪われ方こそ異なるものの、インフラが破壊された時の

寒さを知っているからこそできる事を行っている。」と答えていました。ウクライナに、一日でも早く平

和な春が来るよう祈ります。そして私たちも、今、自分にできる事を行いつつ『春』を待ちましょう。

高校卒業生に贈る言葉
年 間 聖 句

あなたがたは、神のさま

ざまな恵みの善い管理者と

して、その賜物を生かして

互いに仕えなさい。

ペトロの手紙－4章10節
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五貫俊子先生（学年主任）

皆さんと出会って3年（活中生の皆さんとは6

年）が経ち、私には皆さんが活水で歩んできた

たくさんの大切な記録がありますが、それ以上

に、記録や言葉にできない大事な記憶もたくさ

んあります。思い悩んだあの時、泣いたあの日、

笑いがあふれた日、推しを熱く語る顔、力を込

めたごみ捨てじゃんけんなど次々と動画のよう

に再生されます。最後は卒業式でチャペルを後

に巣立ちゆく姿を憶えておこうと思います。こ

れから始まる新しい歩みの中で強く願うことが

あれば、若い時こそぜひ迷わずやってみてくだ

さい。輝く瞬間を逃さないために、踏み出すそ

の一歩を応援しています。

吉田香奈子先生 Ａ組（英語科）担任

ご卒業おめでとうございます。３年間ここに

書ききれないほど、たくさんのことをよく頑張

りました。お世話になった先生方からも、まじ

めで一生懸命だと褒めていただきました。英語、

日本語で読んで知った世界と、様々な発表のた

めに調べて得た知識から、「多様性、広い視野、

コミュニケーション」の大切

さを知りましたね。

これからも自分を大切に、

隣りの人も大切に、自信を

持っていきましょう。応援

しています。

武富和敏先生 Ａ組（特別進学コース）担任

卒業おめでとう。授業やクラスにおいて当た

り前のように１１名と一緒に過ごした毎日も、

残り３日です。コロナ禍の中、最初は緊張した

クラスでも行事を通してたくさんの思い出もで

きました。４月からはまた新たな生活が始まり

ます。最初は戸惑うことや壁にぶつかることも

あるでしょう。でもきっと大丈夫。これまでコ

ツコツ地道に努力してつ

かんだ道ですから。みん

なのこれからの成長を私

たちも活水で見守ってい

ます。

常泉晶子先生 Ｂ組（総合進学コース・

音楽コース）担任

卒業おめでとうございます

コロナ禍の中での入学から始まり、３年間のマ

スク生活・制限・縮小・実施できなかった行事・・・

悔しく悲しい思いをしたこともあったでしょう。

しかし、これも思い出であり、「どんな経験も

財産」です。みなさんのこれからの歩みの上に

も財産が増え、豊かな人生

となりますよう祈ってい

ます。

人生は一度きり。夢いっ

ぱい！笑顔いっぱい！

坂口仁美先生 Ｃ組（総合進学コース）担任

多くの制限の中、高校３年間を過ごした皆さ

ん。たくさん我慢したこともあったと思います。

だけど、みんなにしか作れない思い出もできた

はずです。その思い出を心の栄養にして、自分

たちらしく笑顔で過ごしてください。すぐに感

情的にならず、深呼吸をして、優しく、相手の

ことを考えられるような人

になってください。みんな

の気配りや心遣いが、世界

を優しくします。

卒業おめでとう。

岩永崇史先生 D組（総合進学コース ）担任

願い事は叶い事

新型コロナウィルス感染症対応の日々は、それ

以前に過ごしていた生活を一変させました。そこ

を乗り越え、対峙しながら、今があります。これ

からの日々は一層楽しくもあり、苦しさを感じる

こともあると思います。そんなときには、ふっと

高校生活の良い思い出だけを思い出しましょう。

大丈夫。丁寧に過ごした

時間が、新しい生活をさ

らに充実してくれるはず

だから。

Seize the Day！

古田雄介先生（進路主任）

目が見えず、耳も聞こえず、言

葉も話せない、そんな少女が、の

ちに現ハーバード大学に入学し、

世界の障害者福祉活動のために尽

力します。戦後、来日した際には

活水学院でも講演し、多くの日本

の人々に感銘を与えました。人は

悲しみに出会った数だけ、心の貯

金箱に“優しさ”という金貨を蓄

えることができます。

「世界は辛いことで一杯だけれ

ども、それに打ち勝つことでもあ

ふれている」（ヘレンケラー）



中学百人一首大会

１月19日（木）のＬＨＲの時間に、中学百人一首

大会を開催しました。本来

ならばシオンホールに全学

年集って開催したいところ

ですが、密を避けるために

各ホームルーム教室で行い

ました。

赤毛氈に見立てた赤い不

織布の上にとり札を並べ、国語科の松本茂先生の読み

上げをTeamsで配信するという方法を取りました。各

学年の１位は以下の通りです。（津留美幸）

中学一年 １位 松村星彩さん 28枚

中学二年 １位 世古綾菜さん 39枚

中学三年 １位 林咲奈さん 26枚 大会等成績

＜新体操＞

長崎県新体操演技会

高校新体操部

シニアの部

団体 第1位 小林・城野・上村・近藤・増浦

個人総合 リボン 第3位 小林瑠奈

フープ 第1位 上村瑠花

シニア高1の部

個人フープ 第1位 上村瑠花

第2位 増浦寧、

個人ボール 第2位 上村瑠花

個人リボン 第1位 小林瑠奈

個人ボール 第1位 城野にこ

個人クラブ 第3位 増浦寧

個人クラブ 第1位 城野にこ

中学新体操部

中学生の部

個人総合 クラブ 第1位 久米つづり

リボン 第1位 平井彩摘

フープ 第1位 平井彩摘

ボール 第2位 久米つづり

中学２年の部

個人総合 フープ 第1位 平井彩摘

リボン 第1位 平井彩摘

ボール 第2位 久米つづり

クラブ 第1位 久米つづり

中学１年の部

個人総合 リボン 第2位 近藤晏名

＜音楽＞

Pia-Conピアノコンコルディア長崎Ⅲ予選

近現代曲部門中学生以下の部 優秀賞

並びに デュオ部門中学生以下の部 優秀賞

髙野萌々香

JBA九州ソロコンテスト予選

JBA長崎県ソロコンテスト

木管(クラリネット) 金賞

並びに 長崎県代表推薦

藤原桜希 田中凛咲子

木管(クラリネット) 金賞 片渕花音

＜長崎県教育委員会表彰＞

学校文化活動等

三浦蓮月（ピアノ）

活水高等学校・中学校吹奏楽部

＜卒業生顕彰＞

長崎県高等学校文化連盟 卒業生顕彰 三浦蓮月

長崎県高等学校体育連盟 卒業生顕彰 尾崎由芽

私立中学高等学校 卒業生顕彰

渡辺あい 瀬川藍瑠

＜弓道＞

長崎県弓道新鋭王座決定戦

女子の部 ５位 濵松美幸

７位 木村妃織

音コース修了演奏会
1月21日（土）チャペルにて、Ⅲ年生音楽コースによる「修了演奏会」を

行いました。

この日を迎えるために 授業や放課後の時間を使って生徒達は日々練習を積

み重ねていました。宮坂先生・西脇先生をはじめレスナーの先生方の熱いご指

導、また学校生活の中で支えていただいた先生方に感謝の気持ちを込めて一音

一音大切に演奏していました。そして何よりこの晴れの日を楽しみにされてい

た保護者の皆様には輝かしく映ったのではないでしょうか。

生徒達は各自演奏だけではなく、曲についてのレポートや司会・進行まで全て生徒達だけで行いました。

見事な演奏会でした。

3年間活水高校音楽コースで学んだことを4月からは次のステージで活かしていただき、さらに羽ばたいて

くれることでしょう。（杉町たまみ）

将来学「スポーツを楽しむ」
1月18日（水）、高Ⅲの将来学の授業で「スポー

ツの楽しみ」というテーマのもと、体育館でバス

ケットボール、ソフトバレーボール、カーリング

とボッチャの要素を混ぜたもの（生徒にはボッチャ

として説明）の3つに分けて行いました。激しく

動くバスケット、4人のチームワークが発揮され

みんなが楽しめるソフトバレー、初めてであまり

動きはありませんが、的球にどうやって近付ける

かを考える頭脳派のボッチャと、それぞれに分か

れて各班が試合をしました。それぞれリーグ戦を

行い優勝などは決めずに対戦相手との勝敗を争い

ましたが、生徒たちは球技大会のように他クラス

との試合を思いっきり楽しんで、みんな笑顔でケ

ガもなく体を動かすことができました。

（平野智也）

中三薬物乱用防止教室

１月２６日（木）６時間目に、学校薬剤師の井上貴子先生による薬物乱用防止教室を実施しました。

以下は、生徒の感想です。（濱口未希）

薬物乱用について聞く前は普通に手に入らない薬を飲むことだけ

だと思っていたけど、使い方を間違えれば、薬物乱用になることを

学んだ。タバコは入門薬物ということを初めて知り、確かにタバコ

には薬物と似た部分がたくさんあると思った。タバコは受動喫煙な

どにより周りの人や家族にも影響を与えることが分かった。今の大

人の世代は私たちの世代のようにタバコの危険性を知らずに吸い始

めてやめられない場合が多いと聞いたので、私たちはタバコや薬物

をしないためにまず怖さを知ることが大切と思った。

「安心していきなさい。（マルコ５：３４）わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと

共にいる。（マタイ28：20）」

教会の礼拝では、最後に祝祷をします。牧師が手を挙げて「主イエスキリストの恵み、父なる神の愛、聖

霊の交わりがあなた方と主にあるように」と祈るあの祈りです。私は、祝祷の前に今回の聖書の言葉を必ず

言います。今回の卒業式でもそうしようと思っています。

活水で神様に出会い、聖書の御言葉を心にたくさん蓄えたみなさんを、この祝福の言葉で送り出したいで

す。どこに行っても、いつでも神様が一緒にいてくださるから、安心してください。神様はみなさんのこと

が大好きです。いつも一番いい道を備えて、絶対に守り導いてくださいます。（三河悠希子）

今月の聖句


